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科目の概要

たくさんの情報を収集できるようになったのに対して、収集した情報を上手に活用することは簡単ではありません。職場・家族・地域社会な
ど、の組織や共同体においては、関係者を説得し理解・納得を得なければ、種々の課題解決を行うことはできません。的確な情報分析力は、円
滑なコミュニケーションを生みだし、話を前に進ませる大切な基礎となります。
本科目では、事前学習で理解した知識をベースに社会人として情報を上手に活用するためのカギとなる情報分析力の考え方を理解し、その高め
方を学びます。

履修の前提となる科目 科目名：

科 目 の
到達目標

①情報の入手と利用に関する基本的手法および情報分析についての基本的な考え方を説明でき、有効に活用できる。
②テキストに記載された事例などを応用し、仮説の設定⇒分析⇒意思決定を繰り返し行い、現実社会の事例に当てはめて応用でき
る。

テキスト 『情報分析力を鍛える』,生方 正也,産業能率大学 総合研究所,最新版

さらに学習を深めるための参考文献

『アナリストが教える リサーチの教科書』高辻 成彦,ダイヤモンド社 ,2017年
『ビジネスマンのためのデータ分析＆活用術』米谷 学,フォレスト出版,2016年
『情報を生かす力』池上 彰,PHPビジネス新書,2016年

成績評価の方法

客観問題 記述問題

客観問題の評価割合は40％です。 記述問題の評価割合は60％です。

事後学習
本授業で学んだ情報分析力をもとに、実生活で活用する情報を多様な視点から分析して結論を導く練習を重ねてください。また、
収集した情報を分析して、自分の意思決定に活かし、その結果を振り返る学習を続けてください。
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